
▲マンガ「吉田兄弟物語」の活用成果報告も掲載されています

▲昨年の山笠の奉納・公開の様子

▲小宮豊隆（1884 ～ 1966）

▲小宮家で「御絵像様」として伝えられてきた肖像画幅
　右が豊隆祖父「治部蔵」 左が祖母「ツチ」

▲小宮治部蔵年数書 41年に
　わたる勤続が記録されている

▲調査には東北大学・東京大学の研究者も参加されました

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
５
月
４
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
５
月
11
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
５
月
18
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
５
月
25
日
（
土
）
13
時
30
分
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
春
の
民
俗
芸
能
・
行
事
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

「
楽が

く・山や

ま笠・神か
ぐ
ら楽
」奉
納・公
開
情
報

　
コ
ロ
ナ
禍
も
漸
く
落
着
い
て
き
た
こ

の
春
、
町
内
各
所
で
以
下
の
民
俗
芸

能
・
行
事
が
奉
納
・
公
開
の
再
開
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え

た
歓
び
も
加
わ
っ
て
奉
納
・
公
開
さ
れ

る
伝
統
文
化
の
力
強
い
姿
を
じ
っ
く
り

と
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
時
間
は
お
よ
そ
の
目
安
で
す
。
天
候
や
主
催
者
都
合
で

　
予
告
な
く
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
公
開
中
止
や
終
了
分
は
紹
介
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
横
瀬
神
楽
（
豊
前
神
楽
）

・
２
日
（
木
）
19
時
30
分
～

　
　
於
：
上
木
井
公
民
館（
犀
川
木
井
馬
場
）

・
３
日
（
金
）
19
時
30
分
～

　
　
於
：
横
瀬
公
民
館
（
犀
川
横
瀬
）

●
「
生
立
八
幡
神
社
山
笠
」
行
事

・
11
日
（
土
）
行
山　
15
時
頃
～

・
12
日
（
日
）
戻
山　
15
時
頃
～

　
　
於
：
神
社
周
辺
（
犀
川
生
立
）

◆
講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

５
月
の
歴
史
講
座

　３月15日（金）から3日間、九州大学を中心とす
る調査チームが小宮豊隆資料の調査に訪れまし
た。小宮が収集した和漢籍や洋書のほか、膨大な
書簡を点検することで、大正期教養主義の担い
手の具体像を追跡・確認できたとのことです。

　３月29日（金）、みやこ町郷土史研究会から「郷
土誌みやこ」第18号を頂戴しました。毎年会員の
熱心な調査・研究成果が収められる本書ですが、
今年も内容盛り沢山です。当館でも販売取扱して
いますので、ぜひお手に取ってみて下さい。

◆
博
物
館
「
イ
チ
オ
シ
」
逸
品
レ
ポ
ー
ト

こ
の
展
示
（
＆
収
蔵
資
料
）

コ
コ
が
見
ど
こ
ろ
、こ
こ
が
ツ
ボ
!!

●
資
料
解
説
～
小
宮
家
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー

　
今
年
は
「
み
や
こ
の
先
人
」
の
一
人
・

小
宮
豊
隆
の
生
誕
１
４
０
年
の
記

メ
モ
リ
ア
ル念
年イ

ヤ
ーで

す
。
漱
石
作
品
『
三
四
郎
』
の
モ
デ
ル
に

し
て
漱
石
研
究
の
大
家
と
さ
れ
る
小
宮
で

す
が
、
漱
石
と
い
う
稀
代
の
文
豪
の
輝
き

が
強
す
ぎ
て
、
残
念
な
が
ら
彼
自
身
の
こ

と
は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
記
念
の
年
、「
知
の
巨
人
」
と
も

い
う
べ
き
教
養
の
人
・
小
宮
豊
隆
を
当
館

注
目
の
資
料
か
ら
究
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
小
宮
豊
隆
の
先
祖
は
、
代
々
小
笠
原
氏

に
仕
え
た
武
士
で
、
そ
の
発
祥
は
長
野
県

松
本
市
郊
外
に
あ
る
旧
小
宮
村
と
伝
え
て

い
ま
す
。
現
在
も
そ
の
地
名
が
残
る
と
共

に
、
表
記
は
異
な
る
も
の
の
産う

ぶ
す
な
か
み

土
神
と
し

て
「
古こ

み
や宮

」
神
社
が
あ
り
、小
宮
家
の
ル
ー

ツ
は
こ
こ
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

小
笠
原
氏
が
信し

な
の
の濃

国く
に

（
現
長
野
県
）

守し
ゅ
ご護

に
任
じ
ら
れ
た
12
世
紀
以
降
こ
れ
に

臣
従
し
、
同
氏
が
小
倉
藩
主
に
封
ぜ
ら
れ

た
際
は
共
に
九
州
へ
下
り
、
幕
末
の
動
乱

ま
で
、
小
倉
城
下
の
新
屋
敷
に
居
を
構
え

て
城
勤
め
を
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
「
伝
え
て
い
ま
す
」
と
す
る
の
は
そ
の

こ
と
を
明
確
に
記
録
し
た
史
料
に
乏
し
い

た
め
で
「
動
乱
に
加
え
、
当
主
が
二
代
続

●
資
料
名

　
小
宮
豊
隆
資
料
（
追
加
分
）一括
の
う
ち

　
　
①
小
宮
治
部
蔵(

こ
み
や 

じ
ぶ
ぞ
う)

夫
妻
肖
像
画
幅

　
　
②
小
宮
治
部
蔵
豊
長
（
と
よ
な
が
）
年
数
書

●
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

・
法 

量 

等 

：
①
二
幅
対　

 

②
一
冊
５
丁

・
制
作
年
代
：
19
世
紀
頃
か

・
ポ
イ
ン
ト
：
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
小
宮
家
の
歴
史
に
関
す
る
情
報

・
公
開
状
況
：
整
理
中
の
た
め
通
常
非
公
開

け
て
の
養
子
だ
っ
た
た
め
私
自
身
も
先
祖

の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い
」
と
小
宮
本
人

が
著
書
等
で
語
る
よ
う
に
、
小
宮
家
の

ル
ー
ツ
に
関
す
る
情
報
は
、
や
や
心
許
無

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
近
年
寄
贈
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
小

宮
の
祖
父
の
勤
続
年
数
調
書
に
当
た
る
史
料

や
、祖
父
夫
妻
の
肖
像
画
が
見
つ
か
る
な
ど
、

小
宮
家
の
先
祖
が
永
年
に
わ
た
り
小
笠
原

氏
の
下
級
官
吏
と
し
て
、
実
直
に
勤
務
し

て
い
た
様
子
が
分
っ
て
き
ま
し
た
。

日
28

5
12
19
26

水
1
8

15
22
29

月
29

6
13
20
27

木
2
9

16
23
30

火
30

7
14
21
28

金
3

10
17
24
31

土
4

11
18
25
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博物館だより

3月の業務日誌から



の
天
元
元
年
（
９
７
８
）
誕
生
と
い
う
説
が

有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
が
誕
生
し
た

当
時
、
日
本
は
66
の
国
に
分
か
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
は
、
現
在
の
都
道
府

県
庁
に
あ
た
る
「
国こ

く
ち
ょ
う庁
」
が
置
か
れ
ま
す

が
、
こ
の
国
庁
が
位
置
す
る
「
県
庁
所
在

地
」
が
「
国こ

く
ふ府
」で
す
。
各
国
の
国
庁
で
は
、

現
在
の
都
道
府
県
知
事
に
あ
た
る
「
国こ

く
し司
」

が
統
治
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
国
司
の
最
上

位
で
あ
る
「
受ず

り
ょ
う領
」
の
多
く
は
、
都
か
ら

派
遣
さ
れ
た
役
人
で
、
地
方
で
は
非
常
に

強
い
権
限
を
有
し
て
い
ま
し
た
。「
源
氏
物

語
」
に
も
数
多
く
の
受
領
が
登
場
し
ま
す

が
、
紫
式
部
の
父
、
藤

ふ
じ
わ
ら
の原
為た

め

時と
き

は
、
越え

ち
ぜ
ん前
国

（
主
に
福
井
県
）
や
越え

ち
ご後
国
（
主
に
新
潟
県
）

の
受
領
を
務
め
た
人
物
で
、
式
部
の
夫
で
あ

る
藤

ふ
じ
わ
ら
の原
宜の

ぶ
た
か孝
も
山

や
ま
し
ろ
の城
国く

に

（
京
都
府
南
部
）

な
ど
の
受
領
を
務
め
て
い
ま
す
。
み
や
こ
町

国
作
に
あ
る
「
豊ぶ

ぜ
ん前
国こ

く
ふ府
跡あ

と

」
は
、
現
在

の
北
九
州
市
か
ら
大
分
県
宇
佐
市
ま
で
の

範
囲
に
及
ぶ
「
豊
前
国
」
の
行
政
を
統
括

す
る
国
庁
の
跡
で
す
。
他
の
国
と
同
様
に
、

「
官
兵
衛
ブ
ー
ム
」
か
ら
10
年

　

大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官か

ん
べ
え

兵
衛
」
の
放
送

を
き
っ
か
け
に
、
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
史

跡
が
所
在
す
る
、
み
や
こ
町
か
ら
大
分
県
中

津
市
に
及
ぶ
豊
前
地
方
一
帯
で
沸わ

い
た
「
官

兵
衛
ブ
ー
ム
」
か
ら
今
年
で
10
年
を
迎
え

ま
す
。
み
や
こ
町
で
は
、
官
兵
衛
が
築
い
た

「
馬う

ま
が
だ
け

ヶ
岳
城じ

ょ
う
あ
と
跡
」
に
、
多
く
の
観
光
客
や
研

究
者
が
訪
れ
、
ま
た
城
跡
が
町
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
町
の
文
化
財
の
重

要
性
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
の
主
人

公
は
「
現
存
す
る
世
界
最
古
の
長
編
小
説
」

で
あ
る
「
源
氏
物
語
」
を
書
い
た
紫む

ら
さ
き
し
き
ぶ

式
部

で
す
。
千
年
の
時
を
超
え
て
読
み
継
が
れ
て

い
る
こ
の
物
語
は
、
原
稿
用
紙
に
換
算
す
る

と
約
２
５
０
０
枚
に
及
ぶ
大
作
で
す
が
、
行

橋
市
出
身
の
「
末す

え
ま
つ松
謙け

ん

澄ち
ょ
う」
は
イ
ギ
リ
ス

の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
留
学
中
の
明
治
15

年
（
１
８
８
２
）
に
、
こ
の
源
氏
物
語
を
英

訳
し
、
世
界
に
向
け
て
紹
介
し
た
人
物
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
や
こ
町
勝
山
上
田

出
身
で
「
日
本
製
麻
業
の
父
」
と
称
さ
れ

た
吉よ

し
だ田
健け

ん
さ
く作
は
末
松
謙
澄
と一緒
に
、
漢
学

者
の
村む

ら
か
み
ぶ
つ
ざ
ん

上
仏
山
が
開
い
た
私
塾
「
水す

い

哉さ
い

園え
ん

」

で
学
ん
だ
同
窓
生
で
す
。
今
回
は
、
紫
式

部
と
み
や
こ
町
と
の
意
外
な
関
係
に
つい
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

豊
津
に
赴
任
し
た
式
部
の
祖
父

　

紫
式
部
の
出
生
年
代
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
説
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
平
安
時
代
中
期

豊
前
国
府
に
も
都
か
ら
赴ふ

に
ん任
し
た
歴
代
の

国
司
の
記
録
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
中
に

紫
式
部
の
祖
父「
藤

ふ
じ
わ
ら
の原
雅ま

さ

正た
だ

」や
式
部
の
夫
、

宜
孝
の
父
「
藤

ふ
じ
わ
ら
の原
為た

め

輔す
け

」
の
名
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
ま
で
段
階
的
に

実
施
さ
れ
た
豊
前
国
府
跡
の
発
掘
調
査
で

は
、
雅
正
や
為
輔
が
赴
任
し
て
い
た
平
安
時

代
中
期
頃
の
遺
構
も
検
出
さ
れ
、
土
器
な

ど
多
数
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
中
に
は
紫
式
部
の
祖
父
や
義
父
が
使
用

し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

式
部
の
夫
も
み
や
こ
町
に
？

　

紫
式
部
が
誕
生
す
る
約
２
０
０
年
前
の

奈
良
時
代
、
疱ほ

う
そ
う瘡
（
天て

ん
ね
ん
と
う

然
痘
）
が
国
内
に

蔓ま
ん
え
ん延
し
１
５
０
万
人
以
上
が
亡
く
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
み
や
こ
町
国
分
に
あ
る「
豊

前
国
分
寺
」
を
は
じ
め
、
全
国
の
国
分
寺

は
、
こ
の
疫え

き
び
ょ
う病
を
仏
教
の
力
に
よ
っ
て
鎮し

ず

め

る
目
的
で
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
長
徳
４

年
（
９
９
８
）
７
月
に
は
、
再
び
、
疱
瘡
が

国
内
に
蔓
延
し
、
多
数
の
死
者
が
出
た
記

録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
、
紫
式
部

は
、
藤
原
宜
孝
と
い
う
人
物
と
結
婚
し
て
い

ま
す
。
藤
原
宜
孝
は
正
暦
元
年
（
９
９
０
）

８
月
30
日
に
筑

ち
く
ぜ
ん
の前
国く

に

（
現
在
の
福
岡
県
西

部
地
域
）
の
受
領
に
任
じ
ら
れ
、
ま
た
併
せ

て
正
暦
３
年
（
９
９
２
）
９
月
20
日
に
は
、

九
州
の
統
括
機
関
で
あ
っ
た
大
宰
府
の
役
人

の
次
官
「
大だ

ざ
い
し
ょ
う
に

宰
少
弐
」
に
も
任
命
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
の
記
録
に
よ
る
と
藤
原
宜
孝
と

紫
式
部
は
、
親
子
ほ
ど
の
年
齢
差
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
保
元
年
（
９
９
９
）

頃
宜
孝
と
の
間
に
賢
子
が
誕
生
し
ま
す
が
、

こ
の
年
の
11
月
に
宜
孝
は
「
宇う

さ佐
奉ほ

う
へ
い
し

幣
使
」

に
任
命
さ
れ
、
現
在
の
大
分
県
宇
佐
市
に

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
宇
佐
奉
幣
使
と
は
天

皇
の
即
位
や
国
家
の
大
事
の
際
、
八
幡
神
に

祈
願
す
る
た
め
に
都
か
ら
派
遣
さ
れ
る
勅ち

ょ
く
し使

（
天
皇
が
派
遣
す
る
使
者
）
で
す
。
宇
佐
八

幡
宮
は
全
国
の
八
幡
宮
の
総
本
宮
で
、
こ
の

当
時
、
伊
勢
神
宮
と
並
ん
で
宮
中
で
も
重

要
な
神
社
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

藤
原
宜
孝
が
宇
佐
に
向
か
っ
た
の
は
、
紫
式

部
と
結
婚
し
た
翌
年
で
、
新
婚
間
も
な
く

妻
子
と
別
れ
て
夫
は
豊
前
に
向
け
て
長
旅
に

出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
藤
原
宜
孝
は
、
み

や
こ
町
呰あ

ざ

見み

な
ど
で
検
出
・
確
認
さ
れ
て
い

る
「
官か

ん
ど
う道
」
を
通
っ
て
宇
佐
に
向
か
っ
た
も

の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
ま
た
宇
佐
八
幡
宮

は
、
当
時
の
「
豊
前
国
」
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
豊
前
国
府
に
立
ち
寄
っ
た
可

能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
長
保
２
年

（
１
０
０
０
）
２
月
、
宜
孝
は
帰
京
し
ま
す

が
、
そ
の
後
、
持じ

び
ょ
う病
の
悪
化
に
よ
り
長
保
３

年
（
１
０
０
１
）
４
月
25
日
に
亡
く
な
り
ま

す
。
持
病
悪
化
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
当
時
、

猛も
う
い威
を
振
る
って
い
た
疱
瘡
に
罹か

か
っ
た
と
い
う

説
も
あ
り
、
わ
ず
か
３
年
の
結
婚
生
活
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
夫

の
死
を
悲
し
む
式
部
に
対
し
て
、
求
婚
す
る

人
物
が
現
れ
ま
す
が
、
こ
の
「
申
し
出
」
に

対
す
る
式
部
の
「
断
り
の
返
歌
」
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
求
婚
し
た
人
物
は
、
九
州

の
受
領
を
務
め
た
人
物
と
い
う
説
も
あ
り
、

も
し
か
し
た
ら
豊
前
国
府
の
受
領
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
受
領
の
娘
」
の
活
躍

　

式
部
の
曾そ

う
そ
ふ

祖
父
で
あ
る
藤ふ

じ
わ
ら
の原
兼か

ね
す
け輔
は
、

平
安
時
代
の
和
歌
の
名
人
36
人
（
三さ

ん
じ
ゅ
う
ろ
く

十
六

歌か
せ
ん仙
）
の
一
人
で
、
祖
父
の
雅
正
は
兼
輔

と
と
も
に
「
土と

さ佐
日に

っ
き記
」
の
著
者
で
あ
る

「
紀き

の
つ
ら
ゆ
き

貫
之
」
と
親
交
が
あ
り
、
親
密
な
交

流
を
伺う

か
が
わ
せ
る
和
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

紀
貫
之
も
三
十
六
歌
仙
の一人
で
延
長
８
年

（
９
３
０
）
か
ら
承
平
４
年
（
９
３
４
）
に

か
け
て
土と

さ
の佐
国く

に

の
受
領
と
し
て
赴
任
し
て
お

り
、「
日
本
最
古
の
日
記
文
学
」
で
あ
る
「
土

佐
日
記
」
は
任
期
を
終
え
て
土
佐
か
ら
京

に
戻
る
貫
之
ら
一
行
の
55
日
間
の
旅
路
の
話

を
綴つ

づ
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
紫
式
部
を
は
じ

め
、
歌
人
の
和い

ず
み
し
き
ぶ

泉
式
部
の
父
、
大お

お
え
の
ま
さ
む
ね

江
雅
致
は

越え
ち
ぜ
ん
の前
国く

に

、
清せ

い
し
ょ
う
な
ご
ん

少
納
言
の
父
、
清

き
よ
は
ら
の原
元も

と
す
け輔
は

肥ひ
ご
の後
国く

に

（
現
在
の
熊
本
県
）
の
受
領
を
務

め
る
な
ど
、
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
文
学
作

家
や
歌
人
が
、
い
ず
れ
も
「
受
領
の
娘
」
で

あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
ま
す
。
世
界
最
古
の

女
流
文
学
「
源
氏
物
語
」
誕
生
の
背
景
に

は
曾
祖
父
か
ら
式
部
ま
で
代
々
受
け
継
が
れ

た
文
人
の
家
系
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。
紫
式
部
の
祖
父
や
義
父
が
赴
任

し
、
夫
も
訪
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
豊
前
国

府
で
す
が
、
今
回
、
新
た
な
歴
史
的
評
価

を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
豊

前
の
地
に
「
京み

や
こ都
」
の
郡
名
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
紫
式
部
に
夫
の
宜
孝
が
み
や
こ
町
を
は

じ
め
と
し
た
豊
前
国
の
「
土み

や
げ
ば
な
し

産
話
」
を
し

た
こ
と
は
想
像
に
難か

た

く
な
く
、
新
婚
間
も
な

い
二
人
の
会
話
を
弾は

ず

ま
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
（
井
上
信
隆
）
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